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旧
閑
院
宮
邸
は
、
九
條
家
の
拾
翠
亭
と

共
に
以
前
か
ら
調
査
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
、
北
棟
の
鬼
瓦
に
寛
政
三
年
、
南
棟
の

獅
子
口
に
安
政
の
年
号
を
見
付
け
る
な

ど
、
建
物
の
風
格
か
ら
江
戸
時
代
の
閑
院

宮
邸
の
遺
構
に
違
い
な
か
ろ
う
と
、
考
え

て
い
ま
し
た
。
京
都
迎
賓
館
の
建
設
に
伴

い
、
こ
の
遺
構
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
保
存
活
用
が
決
定

さ
れ
た
こ
と
は
何
よ
り
で
し
た
。

そ
の
こ
と
を
議
す
る
委
員
会
で
、
明
治

十
六
年
宮
内
省
の
支
庁
が
設
け
ら
れ
た
記

録
が
あ
り
、
む
し
ろ
官
庁
建
築
の
遺
構
と

み
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
桂

か
つ
ら
の

宮み
や

家
に
設

置
さ
れ
、
間
も
な
く
こ
こ
に
移
っ
た
こ
と

は
事
実
で
す
。
し
か
し
新
し
く
庁
舎
が
建

設
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
閑
院
宮
邸
の
建

物
が
活
用
さ
れ
た
こ
と
は
否
み
が
た
く
、

保
存
活
用
が
決
定
さ
れ
た
の
で
し
た
。

宮
内
省
の
支
庁
に
な
っ
て
、
敷
地
の
境

界
が
変
り
、
北
側
道
路
に
長
屋
門
が
出

来
、
東
側
に
面
し
て
表
門
が
開
か
れ
、
主
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京
都
御
苑
閑
院
宮
邸
跡
は
平
成
十
八
年
全
面
的
な
再
整
備
を
終
え
、
収
納
展
示
館
と
な
っ
て

い
る
建
物
も
修
復
・
保
存
の
た
め
大
改
修
が
行
わ
れ
た
。
京
都
伝
統
建
築
技
術
協
会
理
事
長

を
務
め
る
中
村
昌
生
氏
に
そ
の
見
ど
こ
ろ
を
伺
う
。

閑
院
宮
邸
跡
の
公
家
邸
宅

ゆ
か
り
の
建
築
を
見
る中

村
昌
生
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が
一
段
低
く
、
軒
を
一
線
に
揃
え
て
連
な

り
、
珍
し
い
外
観
を
見
せ
て
い
ま
す
。
平

成
の
改
修
時
に
も
、
使
用
で
き
る
古
い
瓦

は
な
る
べ
く
再
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

清
楚
な
中
庭
を
囲
ん
で
四
方
に
建
物
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
西
棟
だ
け
は
新

し
く
、
前
面
に
広
縁
を
設
け
、
前
端
に
高

屋
に
も
東
向
き
に
入
母
屋
造
の
車
寄
、
玄

関
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
東
西
南
北
に

配
置
さ
れ
た
建
物
の
外
観
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
殿
舎
の
風
格
が
そ
な
わ
っ
て
い
ま
す
。

特
に
玄
関
棟
か
ら
連
な
る
南
棟
は
、
一
段

と
高
く
聳そ

び

え
る
入
母
屋
造
の
外
観
が
気
品

を
放
ち
、
南
側
へ
回
る
と
寄
棟
造
の
屋
根

御
苑
・
い
の
ち
の
風
景

秋
の
鳴
く
虫谷　

幸
樹

京
都
御
苑
の

自
然
教
室
で
お
な
じ
み
の

谷
幸
樹
さ
ん
に
伺
う

秋
の
虫
の
鳴
き
声

い
ろ
い
ろ

欄
を
付
し
、
中
央
に
階
段
を
設
け
て
い
ま

す
。
化
粧
屋
根
裏
で
虹こ

う

梁り
ょ
う

上
の
板
蟇か

え
る

股ま
た

か
ら
、
大
正
か
ら
昭
和
初
年
の
建
物
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
即
位
式
に
際
し
て
建

て
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

他
の
三
方
は
、
改
造
増
築
は
加
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
閑
院
宮
邸
の
建
物
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
南
棟
は
、
資
料
館
と
し
て
展
示
・

収
納
の
た
め
の
改
修
も
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
が
、
柱
を
は
じ
め
部
材
に
痕
跡
や
埋
木
、

大
工
の
記
し
た
番
付
な
ど
が
見
ら
れ
、
建

物
の
古
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

諸
室
は
角
柱
に
長な

げ
し押
を
め
ぐ
ら
し
、
漆

喰
壁
、
竿さ

お

縁ぶ
ち

天
井
と
い
う
簡
潔
な
書
院
造

の
構
成
で
す
。
そ
れ
ら
部
材
の
寸
法
の
バ

ラ
ン
ス
が
程
よ
く
、
品
位
を
感
じ
さ
せ
ま

す
。そ

し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
長
押

と
天
井
と
の
間
の
小
壁
が
、
ほ
と
ん
ど
白

壁
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
一
般
の
書

院
造
で
は
、
小
壁
を
吹
抜
い
て
欄
間
を
設

け
た
り
し
ま
す
。
公
家
邸
宅
で
は
小
壁
も

壁
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
冷
泉
家

（
重
文
）
で
も
そ
う
で
す
。
南
棟
南
側
の

高
い
所
に
あ
け
ら
れ
て
い
る
格
子
窓
も
、

も
と
壁
で
あ
っ
た
痕
跡
が
あ
り
ま
し
た
。

展
示
と
共
に
公
家
屋
敷
の
雰
囲
気
も
味
わ

う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

南
棟
西
端
の
、
縁
を
め
ぐ
ら
し
た
一
室

だ
け
が
構
成
意
匠
を
異
に
し
て
お
り
、
目

を
瞠み

は

り
ま
す
。
床ゆ

か

は
一
面
に
欅け

や
き
の
板
敷
、

天
井
は
角か

く

棰た
る
きの
化
粧
屋
根
裏
、
角
柱
、
長

押
付
で
小
壁
は
壁
で
す
が
、
柱
上
に
舟
肘

木
を
お
き
、
梁
の
上
に
大
き
い
蟇
股
を
お

い
て
い
ま
す
。
こ
の
室
は
京
都
御
所
の
賢

か
し
こ

所ど
こ
ろに
使
わ
れ
た
春
興
殿
の
一
部
を
移
築
し

く
コ
オ
ロ
ギ
の
仲
間
が
生
息
し
て
い

ま
す
。
コ
オ
ロ
ギ
は
、
羽
化
し
た
ば

か
り
の
時
は
、
長
い
後
翅
を
も
っ
て

い
て
、
そ
れ
を
使
っ
て
盛
ん
に
飛
ん

で
移
動
し
ま
す
。
一
週
間
ほ
ど
す
る

と
自
分
で
後
翅
を
抜
き
取
り
、
前
翅

だ
け
に
な
り
ま
す
。
そ
の
頃
か
ら
本

格
的
に
鳴
き
始
め
ま
す
。
よ
く
見
か

け
る
種
は
、
エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ
・
ツ

ヅ
レ
サ
セ
コ
オ
ロ
ギ
・
ミ
ツ
カ
ド
コ

オ
ロ
ギ
・
ハ
ラ
オ
カ
メ
コ
オ
ロ
ギ
で
す
。

こ
れ
ら
の
種
を
判
別
す
る
に
は
、

特
徴
の
あ
る
顔
面
を
見
た
だ
け
で
、

種
名
が
分
か
り
ま
す
。
コ
オ
ロ
ギ
の

可
愛
い
顔
を
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

種
に
よ
っ
て
雄
の
鳴
き
声
が
異
な

夏
の
御
苑
を
に
ぎ
わ
し
て
い
た
セ

ミ
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
な
く
な
る

と
、
草
原
で
秋
の
鳴
く
虫
の
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

昼
間
の
草
原
で
は
「
キ
チ
キ
チ
キ

チ
」
と
肢
と
翅
を
擦
り
合
わ
せ
て
飛

ぶ
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ
が
見
ら
れ

ま
す
。
幼
虫
は
芝
生
の
色
に
同
化
し

て
、
体
を
保
護
し
て
い
ま
す
。
成
虫

の
顔
は
愛
嬌
が
あ
り
ま
す
。
雄
は
雌

の
背
中
に
乗
り
交
尾
を
し
ま
す
。
イ

ネ
科
の
植
物
を
食
べ
て
成
長
し
ま

す
。
バ
ッ
タ
は
後
肢
の
付
け
根
（
腹

部
第
一
節
）
に
薄
い
膜
を
し
た
耳
が

あ
る
の
で
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
方
、
草
む
ら
の
下
で
は
夜
に
鳴

閑院宮邸跡収納展示館東南外観した現在の獅子口

芝生の色に同化しているショウリョウバッタの幼虫←

→



平安女学院大学国際観光学部4回生
「拾翠亭」でくつろぎのひとときを

team 松　天満屋 奈央

京都御苑の南に「拾翠亭」があります。
ここは五摂家のひとつ九條家の別邸だっ
たところで、お茶会や歌会などに使われ
ていたようです。江戸時代後期に建てら
れた書院造の二層の建物が残っていま
す。靴を脱いで上がると、目の前に木々
に囲まれた九條池が広がります。池を眺
めながらくつろいでいましたが、風通し
もよく静かで、とても落ち着く時間でし
た。昔は東山を望むことができたようで
すが、いまは樹木が大きくなって見えな
くなってしまったそうです。しかし、町
に立ち並ぶマンションなども木々が隠し
ているようで、かえって雰囲気が良かっ
たです。一階には、三人ほどしか入れな
いような小さなお茶室もあり、小窓から
見る景色も美しかったです。この場所で
抹茶と和菓子をいただくことが出来るよ
うになるといいなと思いました。

3

の
方
々
も
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か
せ
て
、

植
物
・
昆
虫
等
を
直
接
手
に
触
れ
た
り
、

観
察
し
、
自
然
を
体
験
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

京
都
御
苑
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
親
子
で
京
都
御
苑
の
四
季
折
々
の
自

然
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
京
都
市
子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
み
ら
い
館
）

文
学
部
の
板
倉
豊
教
授
か
ら
、
御
苑
の
生

き
物
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
子
ど
も
達
だ
け
で
な
く
、
保
護
者

こ
ど
も
み
ら
い
館
は
、
京
都
御
苑
の
南

側
に
位
置
す
る
、
京
都
市
の
子
育
て
支
援

の
中
核
施
設
で
す
。
親
子
に
寄
り
添
う
子

育
て
支
援
を
目
指
し
、
相
談
事
業
の
他
、

子
育
て
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
型
遊
具
を
備
え
た
遊

び
の
場
「
こ
ど
も
元
気
ラ
ン
ド
」
や
「
子

育
て
図
書
館
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
親
子
で
京
都
御
苑
の
自
然
に

触
れ
合
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
年
三
回

程
度
、
京
都
御
苑
で
子
育
て
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
一
回
は
、
京
都
精
華
大
学
人

上
の
方
の
両
端
が
突
き
出
て
「
リ
ッ

リ
ッ
」
と
鋭
く
鳴
き
ま
す
。

ツ
ヅ
レ
サ
セ
コ
オ
ロ
ギ
は
、
頭
の

後
ろ
に
黄
色
の
縦
筋
が
あ
り
ま
す
。

「
リ
ー
リ
ー
リ
ー
」
と
長
く
続
け
て

鳴
き
ま
す
。

ハ
ラ
オ
カ
メ
コ
オ
ロ
ギ
は
触
角
の

第
一
節
の
外
側
に
突
起
が
あ
り
ま

す
。「
リ
リ
リ
リ
・
リ
リ
リ
リ
」
と

短
く
切
っ
て
鳴
き
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
コ
オ
ロ
ギ
の
鳴
き
声

を
観
察
す
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

御
苑
に
は
、
多
く
の
雑
草
が
あ
る

こ
と
か
ら
バ
ッ
タ
や
コ
オ
ロ
ギ
等
の

多
種
多
様
な
昆
虫
が
生
活
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
昆
虫
を
食
べ
る
多
く

の
野
鳥
も
生
息
し
て
い
ま
す
。
多
様

性
に
と
ん
だ
自
然
環
境
が
あ
る
の
で

多
く
の
生
き
物
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
自
然

を
い
つ
ま
で
も
保
全
し
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

る
の
は
雌
を
誘
う
た
め
で
す
。

エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ
は
、
閻
魔
大
王

の
顔
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ
名
前
が

付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
コ
オ
ロ
ギ
の

仲
間
で
は
一
番
イ
ケ
メ
ン
で
す
。「
コ

ロ
コ
ロ
リ
ー
」
と
さ
わ
や
か
に
鳴
き

ま
す
。
雌
に
は
長
い
産
卵
管
が
あ
り

ま
す
。

雄
は
左
右
の
前
翅
を
擦
り
合
わ
せ

て
音
を
出
し
ま
す
が
、
行
動
に
応
じ

て
鳴
き
声
を
変
え
ま
す
、
縄
張
り
を

主
張
す
る
時
は
「
コ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
リ

リ
」
と
鳴
き
ま
す
。
雄
同
士
が
喧
嘩

す
る
時
は
「
キ
リ
キ
リ
キ
リ
」
と
鳴

き
、
雌
を
誘
う
時
は
「
コ
ロ
コ
ロ
コ

ロ
リ
ー
」
と
良
い
声
で
鳴
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
音
を
聞
く
た
め
に
耳
が

発
達
し
て
い
ま
す
。
前
肢
の
脛
節
に

細
い
穴
が
あ
り
白
い
鼓
膜
が
発
達
し

て
い
ま
す
。
コ
オ
ロ
ギ
の
耳
を
観
察

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ミ
ツ
カ
ド
コ
オ
ロ
ギ
の
雄
の
顔
はエンマコオロギの雌

ショウリョウバッタの愛嬌のある顔

苑
内
利
用
者
の
声

こ
ど
も
み
ら
い
館

　
子
育
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

秋
の
御
苑
の
森
、
自
然
観
察
会

〜
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー

虹梁上の板蟇股

菊の意匠を凝らし

芝生の下のミクロの世界を探検しよう！

参加者に解説をする京都精華大学人文学部板倉豊教授

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
説
の
あ
る
こ
と

も
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

（（
一
財
）京
都
伝
統
建
築
技
術
協
会
理
事
長
）



一般財団法人 国民公園協会 京都御苑
〒602-0881　京都市上京区京都御苑３

TEL　075-211-6364

白川書院 環境省京都御苑管理事務所

発行・お問合せ先

編集 監修

編集後記
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平成２８年度（平成２８年１月～１２月）
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します。
■ 年会費
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る際に申年の内に是非訪れてみては。

（発行人　池田善一）
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京都御苑南西角の旧閑院宮邸跡地に建つ公家屋
敷の風格残る旧宮内省建物の遺構。収納展示室
では京都御苑の歴史や自然が学べます。
●写真展～京都御苑の生きものたち～ 開催中
開館時間： 9：00～16：30（入場は16：00まで）
休 館 日：月曜日（祝日は開館）、年末年始
アクセス： 間ノ町口（御苑南西角　地下鉄丸太

町駅　市バス烏丸丸太町　徒歩5分）

拾
しゅうすいてい

翠亭（茶室）

五摂家の一つであった九條家の遺構で江戸時代
後期に建てられた九條家別邸。参観や茶会など
にご利用ください。
参　観： 毎週金・土曜日、葵祭、時代祭　9：30

～15：30　参観料　100円（高校生以上）
利　用： 茶会、句会、謡曲等の会合にご利用で

きます。上記参観日、年末年始を除く
毎日9：00～16：00  利用料 12,000円～

申し込み： 国民公園協会京都御苑

休憩所（レストハウス・売店）

営業時間： 9：00～16：30
中立売北休憩所（御苑西側中立売御門北すぐ）

食堂、売店（京みやげ）、ギャラリー。
中立売南休憩所（御苑西側中立売御門南すぐ）
軽食・喫茶　国産牛使用の手づくりハンバー
ガーなど豊富なメニュー、ドリンクバーは飲み
物おかわり自由です。

富小路休憩所（御苑南東富小路口すぐ、テニス
コート隣接）　軽食・喫茶、菓子等の販売

駐車場

料金：乗用車500円 バス1,300円（最初の3時間）
中立売御門西駐車場（乗用車、バス）
入場　7：40～19：30　出場　24時間
清和院御門東駐車場（乗用車専用）
入・出場　8：40～20：00（20：00以降閉鎖）

運動施設

富小路テニスコート（5面）　有料
富小路／今出川広場（軟式野球・ソフトボール
など）　有料
申し込み： 国民公園協会京都御苑

京都御所の通年公開

京都御所は従前より春と秋に一般公開を行って
きましたが、７月26日から土日・祝日も含め一
年を通して一般公開を開始しています。
公 開 日： 通年。ただし、月曜日（祝日の場合

は翌日）、年末年始（12月28日～１
月４日）、行事等の実施のため支障
のある日は休み

公開時間：  9：00～17：00（入場は16：20まで）た
だし、秋冬期間は日没時間を考慮し
て閉門時間を繰上げ。

入 場 門： 清所門
入場方法： 申込み手続きは不要。入場時に手荷

物検査あり。
お問合せ： 宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

仙洞御所の参観拡充

仙洞御所は従前より事前申請による参観を行っ
てきましたが、８月10日から土日・祝日も含め
事前申請に加えて当日受付も行う参観を開始。
参 観 日： 京都御所公開日に同じ
当日受付場所： 仙洞御所
お問合せ： 宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都迎賓館一般公開

京都迎賓館は、
日本の歴史、文
化を象徴する都
市・京都で、海
外からの賓客を

心をこめてお迎えし、日本への理解と友好を深
めていただくことを目的に建設された国の迎賓
施設です。接遇等に支障のない範囲で、一年を
通して一般公開を実施しています。
公開期間： 詳細は下記のお問合せまたは迎賓館

のホームページでご確認ください。
参観料金： 大人1,000～1,500円、中高生500～700円
お問合せ： ☎075-223-2302（自動音声案内）

京都モビリティウィーク＆カーフリーデー2016

̶京都御苑会場̶
過度にクルマに依存しないライフスタイルの創
出を目指す世界的な取組みのイベントを、二条
駅前会場とともに京都御苑でも開催します。
主　催： 京都カーフリーデー実行委員会
開催日： 平成28年９月22日（木・祝）
内　容： ○京都御苑内レンタサイクル　中立売

休憩所で御苑内利用限定のレンタサイ
クルを無料で貸し出します。○モビリ
ティウィークギャラリー（写真展）　中
立売北休憩所（9/16～9/22）

京都御苑秋の自然教室

初めての方大歓迎！京都の街中にある豊かな緑
の御苑で、秋の自然を見つけに来ませんか。

日　時： 平成28年11月20日（日）9：30～12：00
集　合： 堺町御門（京都御苑南側　地下鉄烏丸

丸太町 徒歩５分）　受付9：00～9：20
講　師：京都自然観察学習会の先生方
内　容： 秋の御苑内の植物、キノコ、虫や鳥の

生態を観察します。
参加費： 100円（保険代）
主　催：環境省京都御苑管理事務所
その他： 筆記用具を持参、ルーペ・双眼鏡など

観察用具があると便利。雨天時の準備、
野外活動に適した服装でご参加ください。

チーズバーガー ホットドッグだし玉子オム
ハヤシライス

秋
の
京
都
御
苑
マ
ッ
プ

9月 10月 11月 12月御
苑
の
花
暦

7月～9月

ハギ〈児童公園、凝華洞跡東側付近〉

9月中旬

ヒガンバナ〈御苑内の各草地〉

11月～2月

サザンカ〈児童公園付近〉

10月～4月

ジュウガツザクラ〈出水付近〉


